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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置の内視鏡像ファイリング装置

(57)【要約】
【課題】  電子内視鏡装置に組み合わされる内視鏡像フ
ァイリング装置であって、その内視鏡像データベースで
の内視鏡像データの検索が速やかに行い得るだけでなく
信頼度の高い検索結果が得られるようなデータベースを
持つ内視鏡像ファイリング装置を提供する。
【解決手段】  内視鏡像ファイリング装置１８は個々の
内視鏡像データを静止画像データとして所定アドレスに
保存した内視鏡像データベースと、該内視鏡像データの
特徴を抽出した特徴抽出データを内視鏡像データベース
での該内視鏡像データの保存アドレスにリンクした対応
アドレスに保存した特徴抽出データベースとを具備す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電子内視鏡装置に組み込まれる内視鏡像
ファイリング装置であって、
個々の内視鏡像データを静止画像データとして所定アド
レスに保存した内視鏡像データベースと、
前記内視鏡像データの特徴を抽出した特徴抽出データを
前記内視鏡像データベースでの該内視鏡像データの保存
アドレスにリンクした対応アドレスに保存した特徴抽出
データベースとを具備して成る内視鏡像ファイリング装
置。
【請求項２】  請求項１に記載の内視鏡像ファイリング
装置であって、
更に、前記電子内視鏡装置から画像取込み指令信号を受
信したとき、該電子内視鏡装置から出力されるビデオ信
号から内視鏡像データを静止画像データとして取り込む
ための画像取込み手段と、
前記内視鏡像データを前記内視鏡像データベースの所定
アドレスに書き込んで保存するための内視鏡像データ書
込み手段と、
前記内視鏡像データから特徴を抽出して特徴抽出データ
を作成するための特徴抽出画像処理手段と、
前記特徴抽出データを前記内視鏡像データベースでの該
内視鏡像データの保存アドレスにリンクした対応アドレ
スに書き込んで保存するための特徴抽出データ書込み手
段とを具備して成ることを特徴とする内視鏡像ファイリ
ング装置。
【請求項３】  請求項１に記載の内視鏡像ファイリング
装置であって、
更に、前記電子内視鏡装置から画像検索指令信号を受信
したとき、該電子内視鏡装置から出力されるビデオ信号
から内視鏡像データを静止画像データとして取り込むた
めの画像取込み手段と、
前記内視鏡像データから特徴を抽出して検索対象特徴抽
出データを作成するための特徴抽出画像処理手段と、
前記検査対象特徴抽出データが前記特徴抽出データベー
スに保存された個々の特徴抽出データと所定の一致度許
容範囲内で一致するか否かを判断するための特徴抽出デ
ータ判断手段と、
前記特徴抽出データ判断手段による結果を表示するため
の表示手段とを具備して成ることを特徴とする内視鏡像
ファイリング装置。
【請求項４】  請求項３に記載の内視鏡像ファイリング
装置であって、更に、前記特徴抽出データ判断手段によ
って前記検査対象特徴抽出データが前記特徴抽出データ
ベースに保存された特定の特徴抽出データと一致すると
判断されたとき、その特定の特徴抽出データが前記特徴
抽出データベースに保存されている対応アドレスとリン
クされた前記内視鏡像データベースのアドレスから内視
鏡像データを読み出す内視鏡像データ読出し手段を具備
し、その内視鏡像データに基づく内視鏡像が前記表示手*
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*段によって表示されることを特徴とする内視鏡像ファイ
リング装置。
【請求項５】  請求項４に記載の内視鏡像ファイリング
装置において、前記表示手段には前記電子内視鏡装置か
ら出力されるビデオ信号から前記画像取込み手段によっ
て取り込まれた内視鏡像データに基づく内視鏡像も表示
されることを特徴とする内視鏡像ファイリング装置。
【請求項６】  請求項３から５までのいずれか１項に記
載の内視鏡像ファイリング装置であって、
更に、前記一致度許容範囲の設定を変更するための設定
変更手段と、
前記設定変更手段による前記一致度許容範囲の設定変更
が行われたか否かを判断する設定変更判断手段とを具備
し、
前記設定変更判断手段によって前記一致度許容範囲の設
定変更が行われたと判断されたとき、前記特徴抽出デー
タ判断手段による判断が繰り返されることを特徴とする
内視鏡像ファイリング装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子内視鏡装置に組
み込まれる内視鏡像ファイリング装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】周知のように、電子内視鏡装置はスコー
プ (内視鏡)と、このスコープの遠位端に設けられた撮
像センサと、該スコープの近位側で着脱自在に接続させ
られる画像信号処理ユニットと、この画像信号処理ユニ
ットに接続されたＴＶモニタとから成る。スコープの撮
像センサで得られた内視鏡像の画素信号は画像信号処理
ユニットで適宜処理した後にそこからビデオ信号として
出力され、ＴＶモニタでは、そのビデオ信号に基づいて
内視鏡像が再現表示される。勿論、電子内視鏡装置は臓
器の内部例えば気管支を通して肺臓の内部或いは食道を
通して胃の内部を観察するために用いられる。
【０００３】近年、電子内視鏡装置に画像ファリング装
置を組み合わせることが行われており、この画像ファイ
リング装置には画像処理コンピュータが含まれる。電子
内視鏡装置の作動中、必要に応じて、ビデオ信号から内
視鏡像が静止画像として画像処理コンピュータに取り込
まれて、そのハードディスクに構築された内視鏡像デー
タベースに内視鏡像データとして保存される。
【０００４】一方、画像処理コンピュータのハードディ
スクには内視鏡像データベースに対応したキーワード・
データベースも構築され、キーワード・データベースに
は個々の内視鏡像データに対応したキーワード情報デー
タが格納される。このようなキーワード情報データには
患者名、患者ＩＤ番号、検査／診断日時、検査／診断部
位名、病状名或いは症状名、医者名等の種々の情報デー
タが含まれ、これらキーワード情報名は内視鏡像データ
ベース内の内視鏡像データを検索するために使用され



(3) 特開２００２－１７７２１４

10

20

30

40

50

3
る。
【０００５】電子内視鏡装置のスコープを用いて内臓内
部の或る部位を観察されているとき、その観察部位につ
いて、内視鏡像データベースに保存された過去の同様な
部位の内視鏡像データと比較することがしばしば望まれ
ることがあり、このような場合に画像ファイリング装置
が利用される。例えば、気管支内の或る部位がスコープ
によって観察されているとき、その観察部位に対応した
キーワード情報データをキーボードを介して画像ファイ
リング装置に入力し、これにより内視鏡像データベース
内の同様な部位の内視鏡像データが検索され、その内視
鏡像が画像ファイリング装置のＴＶモニタに写し出され
る。スコープを操作する医者は電子内視鏡装置のＴＶモ
ニタに再現表示された観察中の内視鏡像と画像ファイリ
ング装置のＴＶモニタに写し出された内視鏡像とを見比
べて、観察中の内視鏡像の部位に対して的確な診断を行
うことが可能となる。
【０００６】このように従来の画像ファイリング装置で
は、内視鏡像データベース内の内視鏡像データの検索の
ためには、キーボードによるキーワード情報データの入
力が伴うことになるが、しかしながら内視鏡像データの
検索が必ずしも速やかに行い得ないということが問題と
される。というのは、内視鏡像データの検索が効率的に
行い得るためには、キーワード情報データを充実したも
のにすることが必要であるが、しかしそのためには多大
な時間と費用が掛かるために、充実したキーワード情報
データを得ることが困難だからである。
【０００７】その結果、１つのキーワード情報データで
所望の内視鏡像データの検索が得られない場合には、次
のキーワード情報データを入力することが必要となっ
て、内視鏡像データの検索が速やかに行い得ないとうこ
とになる。また、何回かのキーワード情報データの入力
を試みた結果、該当する内視鏡像データが保存されてい
ないということもあり、その間スコープによる検査は中
断され、患者に無用な負担が強いられることになる。
【０００８】更には、キーボードによるキーワード情報
データの入力には入力ミスが伴い、これも内視鏡像デー
タの速やかな検索を行い得ない要因となる。例えば、ス
コープの操作者（医者）が現在の観察部位に関連した特
定の内視鏡像データを内視鏡像データベースから得たい
と思ったときにその特定の内視鏡像データの患者名を記
憶していたとすると、その患者名がキーワードとして入
力されることになるが、しかしもしその記憶が誤りであ
れば特定の内視鏡像データの検索は得られない。要する
に、キーワード情報データによる内視鏡像データの検索
については信頼性を欠くものであり、従来では、電子内
視鏡装置に内視鏡像ファイリング装置が組み込まれてい
たとしても、その利用度は低いものとなっている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
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は、電子内視鏡装置に組み合わされる内視鏡像ファイリ
ング装置であって、その内視鏡像データベースでの内視
鏡像データの検索が速やかに行い得るだけでなく信頼度
の高い検索結果が得られるようなデータベースを持つ内
視鏡像ファイリング装置を提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明による内視鏡像フ
ァイリング装置は電子内視鏡装置に組み合わされて使用
されるものであって、個々の内視鏡像データを静止画像
データとして所定アドレスに保存した内視鏡像データベ
ースと、該内視鏡像データの特徴を抽出した特徴抽出デ
ータを内視鏡像データベースでの該内視鏡像データの保
存アドレスにリンクした対応アドレスに保存した特徴抽
出データベースとを具備して成るものである。
【００１１】本発明の第１の局面によれば、内視鏡像フ
ァイリング装置は、更に、電子内視鏡装置から画像取込
み指令信号を受信したとき、該電子内視鏡装置から出力
されるビデオ信号から内視鏡像データを静止画像データ
として取り込むための画像取込み手段と、該内視鏡像デ
ータを内視鏡像データベースの所定アドレスに書き込ん
で保存するための内視鏡像データ書込み手段と、該内視
鏡像データから特徴を抽出して特徴抽出データを作成す
るための特徴抽出画像処理手段と、該特徴抽出データを
内視鏡像データベースでの該内視鏡像データの保存アド
レスにリンクした対応アドレスに書き込んで保存するた
めの特徴抽出データ書込み手段とを具備し得る。
【００１２】本発明の第２の局面によれば、内視鏡像フ
ァイリング装置は、更に、電子内視鏡装置から画像検索
指令信号を受信したとき、該電子内視鏡装置から出力さ
れるビデオ信号から内視鏡像データを静止画像データと
して取り込むための画像取込み手段と、該内視鏡像デー
タから特徴を抽出して検索対象特徴抽出データを作成す
るための特徴抽出画像処理手段と、該検査対象特徴抽出
データが特徴抽出データベースに保存された個々の特徴
抽出データと所定の一致度許容範囲内で一致するか否か
を判断するための特徴抽出データ判断手段と、この特徴
抽出データ判断手段による結果を表示するための表示手
段とを具備し得る。
【００１３】好ましくは、本発明の第２の局面による内
視鏡像ファイリング装置は、更に、特徴抽出データ判断
手段によって検査対象特徴抽出データが特徴抽出データ
ベースに保存された特定の特徴抽出データと一致すると
判断されたとき、その特定の特徴抽出データが特徴抽出
データベースに保存されているアドレスとリンクされた
内視鏡像データベースの対応アドレスから内視鏡像デー
タを読み出す内視鏡像データ読出し手段を具備し、その
内視鏡像データに基づく内視鏡像が表示手段によって表
示される。この場合、表示手段には電子内視鏡装置から
出力されるビデオ信号から画像取込み手段によって取り
込まれた内視鏡像データに基づく内視鏡像も表示されて
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もよい。
【００１４】好ましくは、本発明の第２の局面による内
視鏡像ファイリング装置は、更に、一致度許容範囲の設
定を変更するための設定変更手段と、この設定変更手段
による一致度許容範囲の設定変更が行われたか否かを判
断する設定変更判断手段とを具備し、この設定変更判断
手段によって一致度許容範囲の設定変更が行われたと判
断されたとき、特徴抽出データ判断手段による判断が繰
り返される。
【００１５】
【発明の実施の形態】次に、本発明による内視鏡像ファ
イリング装置の一実施形態について添付図面を参照して
説明する。
【００１６】図１を参照すると、本発明による内視鏡像
ファイリング装置が組み込まれた電子内視鏡装置がブロ
ック図として概略的に示される。電子内視鏡装置はスコ
ープ（内視鏡）１０と、このスコープ１０を着脱自在に
接続するようになった画像信号処理ユニット（所謂プロ
セッサ）１２と、この画像信号処理ユニット１２に接続
されたアナログカラーＴＶモニタ１４とを具備する。ま
た、本実施形態では、画像信号処理ユニット１２にはア
ナログ・ビデオ・プリンタ１６も接続される。
【００１７】スコープ１０が画像信号処理ユニット１２
に対して着脱自在に接続されるようになっているのは、
スコープ１０には観察部位別に種々のタイプのものがあ
るからである。例えば、スコープ１０の代用的なものと
しては、気管支用スコープ、上部消化管用スコープ、大
腸スコープ等が挙げられる。要するに、画像信号処理ユ
ニット１２は種々のタイプのスコープによって共用され
ることになる。
【００１８】本発明による内視鏡像ファイリング装置は
参照符号１８で全体的に示され、この画像ファイリング
装置１８も画像信号処理ユニット１２に接続される。画
像ファイリング装置１８は画像処理コンピュータ２０を
含み、この画像処理コンピュータ２０には入力手段とし
てキーボード２２、マウス２４及びカードリーダ２６が
接続される。また、画像ファイリング装置１８はデジタ
ル・ビデオ・プリンタ２８及び高解像度ＴＶモニタ３０
を備える。
【００１９】スコープ１０はその遠位端に装着された撮
像センサ３２を備え、この撮像センサ３２は固体撮像素
子例えばＣＣＤ(charge-coupled device) 撮像素子から
構成される。本実施形態では、撮像センサ３２はオン・
チップ・カラー・フィルタを持つＣＣＤから構成され、
内視鏡像をフルカラー画像として撮像することができ
る。撮像センサ３２からはＣＣＤドライバ信号ライン３
４と画像信号読出しライン３６とが延びてスコープ１０
内を挿通させられる。また、スコープ１０内には光ファ
イバー束から成る照明用光ガイドケーブル３８が挿通さ
せられ、この光ガイドケーブル１８は撮像センサ３２の
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前方を照明すべくスコープ１０の遠位端面まで延び、該
光ガイドケーブル１８の近位端には剛体となった光ガイ
ドロッド８９が接続される。
【００２０】画像信号処理ユニット１２内にはシステコ
ントローラ４０が設けられ、このシステムコントローラ
４０は例えばマイクロコンピュータから構成される。即
ち、システムコントローラ４０は中央処理ユニット（Ｃ
ＰＵ）、種々のルーチンを実行するためのプログラム、
定数等を格納する読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、データ
等を一時的に格納する書込み／読出し自在なメモリ（Ｒ
ＡＭ）、入出力インターフェース（Ｉ／Ｏ）を包含し、
電子内視鏡装置の作動全般を制御する。また、画像信号
処理ユニット１２内にはタイミングコントローラ４２が
設けられ、このタイミングコントローラ４２はシステム
コントローラ４０の制御下で動作させられる。タイミン
グコントローラ４２からは種々の周波数の制御クロック
パルスが出力され、これら制御クロックパルスに従って
電子内視鏡装置での様々な動作タイミングが後述するよ
うに制御される。
【００２１】画像信号処理ユニット１２は画像信号処理
回路を具備し、この画像信号処理回路には前段信号処理
回路４４、画像メモリ４６及び後段映像信号処理回路４
８が含まれる。前段信号処理回路４４、画像メモリ４６
及び後段映像信号処理回路４８のそれぞれの動作タイミ
ングはタイミングコントローラ４２から出力される制御
クロックパルスに従って制御される。画像信号処理ユニ
ット１２は更に光源装置５０を具備し、この光源装置５
０には白色光源ランプとしてハロゲンランプ及びランプ
電源回路が含まれ、ランプ電源回路はシステムコントロ
ーラ４０の制御下で動作させられる。
【００２２】画像信号処理ユニット１２の筐体の正面外
壁にはフロントパネル５２が装着され、このフロントパ
ネル５２には様々なスイッチや表示灯等が設けられる。
例えば、フロントパネル５２には、画像信号処理ユニッ
ト１２自体の主電源スイッチ、光源装置５０の白色光源
ランプのオン／オフを行うランプ点灯スイッチが設けら
れる。また、本発明に特に関連するスイッチとしては、
画像取込みスイッチ及び画像検索スイッチが挙げられ、
これらスイッチの機能については後で詳しく説明され
る。
【００２３】スコープ１０が画像信号処理ユニット１２
接続されると、ＣＣＤドライバ信号ライン３４はタイミ
ングコントローラ４２に接続され、また画像信号読出し
ライン３６は前段信号処理回路４４に接続される。一
方、光ガイドロッド３９は光源装置５０の白色光源ラン
プに光学的に接続され、これにより白色光源ランプから
の白色光は光ガイドロッド３９及び光ガイドケーブル３
８によって導かれ、スコープ１０の遠位端面から射出さ
せられる。スコープ１０の遠位端面からの射出光によっ
て撮像センサ３２の前方が照明されると、該撮像センサ
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7
３２の受光面には被写体像即ち内視鏡像が結像され、こ
のとき内視鏡像は撮像センサ３２によって１フレーム分
の三原色の画素信号に光電変換される。
【００２４】タイミングコントローラ４２から一連の制
御クロックパルスがＣＣＤドライバ信号ライン３４を通
して撮像センサ３２に画像読出し信号として出力される
と、撮像センサ３２からは１フレーム分の三原色の画素
信号が画像読出し信号に従って画像信号読出しライン３
６を通して順次読み出される。撮像センサ３２から読み
出された三原色の画素信号は前段信号処理回路４４に送
られ、そこで所定の画像処理例えばガンマ補正やホワイ
トバランス処理を受けた後に三原色のデジタル画素信号
に変換される。前段信号処理回路４４での画像信号処理
はタイミングコントローラ４２から出力される制御クロ
ックパルスに従って行われ、これにより撮像センサ３２
からの画素信号の読出しタイミングと前段信号処理回路
４４での画素信号の処理タイミングとが互いに同期させ
られる。
【００２５】前段信号処理回路４４から出力される三原
色のデジタル画素信号は画像メモリ４６に一旦書き込ま
れる。画像メモリ４６には三原色のそれぞれの色の書込
みメモリ領域が画定され、各色のデジタル画素信号はそ
の該当する色の書込みメモリ領域に書き込まれる。三原
色のデジタル画素信号が画像メモリ４６の三原色のの書
込みメモリ領域に書き込まれている間、それら三原色の
書込みメモリ領域からは、互いに関連した三原色のデジ
タル画素信号が所定のタイミングで同時に読み出されて
デジタル・コンポーネント・ビデオ信号のうちの三原色
の画像信号成分として出力される。
【００２６】なお、画像メモリ４６の各書込みメモリ領
域へのデジタル画素信号書込みはタイミングコントロー
ラ４２から出力される書込みクロックパルスに従って行
われ、画像メモリ４６の三原色の書込みメモリ領域から
の三原色の画素信号の読出しもタイミングコンポーネン
ト４２から出力読出しクロックパルスに従って行われ
る。
【００２７】画像メモリ４６から出力されたデジタル・
コンポーネント・ビデオ信号の三原色の画像信号成分は
後段映像信号処理回路４８に送られ、そこで該三原色の
画像信号成分は三原色のアナログ画像信号成分に変換さ
れる。一方、タイミングコントローラ４２では、コンポ
ーネントビデオ信号のうちの複合同期信号成分が造成さ
れ、この複合同期信号成分は後段映像信号処理回路４８
に対して出力され、これにより後段映像信号処理回路４
８でアナログ・コンポーネント・ビデオ信号が得られる
ことになる。
【００２８】後段映像信号処理回路４８で得られたアナ
ログ・コンポーネント・ビデオ信号は高周波ノイズ除去
処理及び増幅処理等を受けた後にアナログＴＶモニタ１
４に送られ、そこで撮像センサ３２で撮られた内視鏡像
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が再現表示される。周知のように、電子内視鏡装置にお
いては、アナログＴＶモニタ１４には内視鏡像の他に患
者名、患者ＩＤ番号、検査日時、医者名等、検査結果の
コメント等の文字情報データも表示される。このような
文字情報の表示ために、後段映像信号処理回路４８内に
は文字信号発生回路が設けられ、この文字信号発生回路
から出力される文字パターン信号をビデオ信号に重畳さ
せることにより、アナログＴＶモニタ１４での文字情報
の表示が行われる。
【００２９】詳述すると、文字信号発生回路はビデオＲ
ＡＭ及びキャラクタジェネレータから成る。所定の文字
情報をアナログＴＶモニタ１４に表示するには、その所
定の文字情報に対応した文字コードデータがビデオＲＡ
Ｍの所定アドレスに書き込まれ、このときキャラクタジ
ェネレータではかかる文字コードデータに対応した文字
パターン信号が発生させられ、この文字パターン信号が
文字信号発生回路から出力されてビデオ信号に重畳させ
られ、これによりアナログＴＶモニタ１４には所望の文
字情報が表示される。なお、アナログＴＶモニタ１４の
表示画面上での文字情報の表示位置はビデオＲＡＭに書
き込まれる文字コードデータのアドレスに対応する。
【００３０】アナログＴＶモニタ１４に表示されるべき
文字情報には固定文字情報と可変文字情報とがあり、固
定文字情報に対応する固定文字コードデータはシステム
コントローラ４０のＲＯＭに予め格納され、システムコ
ントローラ４０は必要に応じて固定文字コードデータを
該ＲＯＭから読み出して文字信号発生回路のビデオＲＡ
Ｍの所定アドレスに書き込む。一方、可変文字情報に対
応する固定文字コードデータはシステムコントローラ４
０に接続されたキーボード（図示されない）によって入
力され、その入力文字コードデータはシステムコントロ
ーラ４０の制御下で文字信号発生回路のビデオＲＡＭの
所定アドレスに書き込まれる。
【００３１】また、後段映像信号処理回路４８にはカラ
ーエンコーダが設けられ、カラーエンコーダではアナロ
グ・コンポーネント・ビデオ信号からコンポジットビデ
オ信号やＳビデオ信号が造成され、これらビデオ信号は
必要に応じて電子内視鏡装置の周辺機器等に送られる。
例えば、図示の例では、コンポジットビデオ信号或いは
Ｓビデオ信号はアナログ・ビデオ・プリンタ１６に送ら
れ、そこで内視鏡像が必要に応じてハードコピーとして
出力される。
【００３２】図１に示すように、後段映像信号処理回路
４８から出力されるアナログ・コンポーネント・ビデオ
信号は本発明による内視鏡像ファイリング装置１８にも
送られ、画像ファイリング装置１８では、アナログ・コ
ンポーネント・ビデオ信号から内視鏡像データが静止画
像データとして取り込み得るようになっている。
【００３３】図２を参照すると、画像ファイリング装置
１８の画像処理コンピュータ２０がブロック図として示
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される。
【００３４】画像処理コンピュータ２０は中央処理ユニ
ット（ＣＰＵ）２０Ａ、種々のルーチンを実行するため
のプログラム、定数等を格納する読出し専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）２０Ｂ、データ等を一時的に格納する書込み／読
出し自在なメモリ（ＲＡＭ）２０Ｃ、入出力インターフ
ェース（Ｉ／Ｏ）２０Ｄを包含する。画像処理コンピュ
ータ２０は入出力インターフェース２０Ｄを介してキー
ボード２２、マウス２４、カードリーダ２６、デジタル
・ビデオ・プリンタ２８及び高解像度ＴＶモニタ３０に
接続され、また入出力インターフェース２０Ｄを介して
画像信号処理ユニット１２のシステムコントローラ４０
とも接続される。
【００３５】また、画像処理コンピュータ２０には記憶
媒体として機能するハードディスク５４と、このハード
ディスク５４を駆動してデータの書込み及びデータの読
出しを行うハード・ディスク・ドライバ５６とが設けら
れる。更に、画像処理コントローラ２０にはインターフ
ェース回路５８及びフレームメモリ６０が設けられ、イ
ンターフェース回路５８は画像信号処理ユニット１２の
後段映像信号処理回路４８と接続され、そこからアナロ
グ・コンポーネント・ビデオ信号を取り込んでデジタル
ビデオ信号に変換してフレームメモリ６０に書き込むよ
うになっている。
【００３６】電子内視鏡装置の作動中、インターフェー
ス回路５８には画像信号処理ユニット１２の後段映像信
号処理回路４８から出力されるビデオ信号が常に取り込
まれ、そのビデオ信号はデジタルビデオ信号変換されて
フレームメモリ６０に順次書き込まれる。要するに、フ
レームメモリ６０にはアナログＴＶモニタ１４に表示さ
れた内視鏡像に対応したビデオ信号が保持される。
【００３７】フロントパネル５２上の画像取込みスイッ
チがオンされると、そのオン信号は画像取込み指令信号
としてシステムコントローラ４０を介して画像処理コン
ピュータ２０に送られる。画像処理コンピュータ２０が
画像取込み指令信号を受信すると、フレームメモリ６０
へのデジタルビデオ信号の書込みが一時的に中断され、
このときフレームメモリ６０からデジタルビデオ信号が
内視鏡像データ（静止画像データ）として読み出され
る。次いで、フレームメモリ６０から読み出された内視
鏡像データはハードディスク５４に構築された内視鏡像
データベースの所定アドレスにハード・ディスク・ドラ
イバ５６によって書き込まれて保存される。なお、内視
鏡像データには上述したような文字情報データも含ま
れ、このような文字情報データも内視鏡像データベース
に保存される。
【００３８】一方、内視鏡像データはその内視鏡像の特
徴を抽出するための特徴抽出画像処理を受けて特徴抽出
データとされる。このような特徴抽出データはハードデ
ィスク５４に構築された特徴抽出データベースの所定ア
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ドレスにハード・ディスク・ドライバ５６によって書き
込まれて保存される。
【００３９】なお、内視鏡像データベースのアドレスと
特徴抽出データベースのアドレスとは互いに対応関係に
あり、特徴抽出データが保存される特徴抽出データベー
スのアドレスはその元の内視鏡像データが保存されてい
る内視鏡像データベースのアドレスにリンクされる。
【００４０】図３を参照すると、特徴抽出画像処理の一
例が示される。参照符号Ａ１で示される内視鏡像はフレ
ーム６０から読み出された原画像データに基づくもので
あり、この内視鏡像は肺臓内の気管の分岐部の画像であ
る。内視鏡像Ａ１は所定の閾値に基づく二階調化処理を
受けて二階調画Ａ２とされ、次いで二階調画Ａ２は輪郭
エッジ抽出処理を受けてエッジ抽出画Ａ３とされる。即
ち、本実施形態では、エッジ抽出画Ａ３が特徴抽出画と
して取り扱われる。続いて、エッジ抽出画即ち特徴抽出
画Ａ３は正規化処理を受けて所定のサイズの画像Ａ４に
正規化される。
【００４１】既に述べたように、画像信号処理ユニット
１２には種々のタイプのスコープが接続されるようにな
っており、この場合スコープのタイプに応じて得られる
内視鏡像のサイズは異なり得り、このため特徴抽出画Ａ
３のサイズについては正規化が必要となる。勿論、輪郭
エッジ抽出処理によって得られたエッジ抽出画Ａ３が正
規化サイズに一致していれば、正規化処理は必要とされ
ない。
【００４２】一般に内視鏡像は人体内部の画像であるの
で、内視鏡像は体内組織表層内部の血管内を循環する血
液のために全体的に赤っぽいものとなる。従って、原画
像Ａ１から赤色画像だけを抽出した後に二階調化処理及
びエッジ抽出処理を行ってもよい。また、二階調化処理
の代わりに輪郭強調処理を行った後にエッジ抽出処理を
行ってもよい。
【００４３】このようにして、フロントパネル５２上の
画像取込みスイッチがオンされる度毎に、内視鏡像デー
タが内視鏡像データベースに蓄積されると共にその特徴
抽出データも特徴抽出データベースに蓄積される。
【００４４】スコープ１０の操作者(医者)が現在観察し
ている臓器内の部位の内視鏡像について過去の同様な部
位の内視鏡像を参照したいとき、フロントパネル５２上
の画像検索スイッチをオンすることにより、参照すべき
内視鏡像データが内視鏡像データベースにあるか否かが
検索される。
【００４５】詳述すると、画像検索スイッチのオン信号
は画像検索指令信号としてシステムコントローラ４０を
介して画像処理コンピュータ２０に送られる。画像処理
コンピュータ２０が画像検索指令信号を受信すると、画
像取込み指令信号の受信時と同様に、フレームメモリ６
０へのデジタルビデオ信号の書込みが一時的に中断さ
れ、このときフレームメモリ６０からデジタルビデオ信
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11
号が内視鏡像データ（静止画像データ）として読み出さ
れる。次いで、フレームメモリ６０から読み出された内
視鏡像データに基づく内視鏡像が高解像度ＴＶモニタ３
０の表示画面の一部例えばその左半分領域に静止画像と
して表示される。
【００４６】一方、内視鏡像データは図３を参照して説
明したような特徴抽出画像処理を受け、その特徴抽出デ
ータが特徴抽出データベースに蓄積された個々の特徴抽
出データとパターンマッチング処理により比較され、双
方の特徴抽出データが一致するか否かが判断される。パ
ターンマッチング処理では、例えば、双方の特徴抽出デ
ータに基づく特徴抽出画中の複数の線分の隣接度や分岐
点等がどの程度一致するかという構造解析が行われ、双
方の特徴抽出データが互いに一致するか否かが判断され
る。双方の特徴抽出データの一致度については所定の許
容範囲が設定され、好ましくは、そのような許容範囲に
ついては調節し得るようにされる。
【００４７】なお、説明の便宜上、以下の記載では、検
索対象となる特徴抽出データについては検索対象特徴抽
出データと定義し、特徴抽出データベースに保存された
特徴抽出データについては被検索特徴抽出データと定義
する。
【００４８】検索対象特徴抽出データと一致する被検索
特徴抽出データがあった場合には、検索対象特徴抽出デ
ータと一致した被検索特徴抽出データの個数所謂ヒット
数が高解像度ＴＶモニタ３０の表示画面の適当な箇所に
表示される。一方、検索対象特徴抽出データと一致した
被検索特徴抽出データとリンクした内視鏡像データが内
視鏡像データベースから読み出され、それら内視鏡像デ
ータに基づく内視鏡像が高解像度ＴＶモニタ３０の表示
画面の例えば右半分領域に表示される。高解像度ＴＶモ
ニタ３０の表示画面の右半分領域に表示された内視鏡像
が複数ある場合には、そのうちの１つの内視鏡像がマウ
ス２４の操作でクリックされると、その内視鏡像が該表
示画面の右半分領域の全体に表示される。
【００４９】勿論、アナログカラーＴＶモニタ１４も高
解像度ＴＶモニタ３０も共にスコープ１０の操作者即ち
医者によって観察され得る場所に設置されているので、
医者は現在観察している臓器内の部位について過去の同
様な部位の内視鏡像を参照しつつ的確な診断を行うこと
ができる。
【００５０】一方、検索対象特徴抽出データと一致する
被検索特徴抽出データがない場合には、ヒット数が零で
ある旨が高解像度ＴＶモニタ３０の表示画面の適当な箇
所に表示される。従って、特徴抽出データベースに参照
すべき特徴抽出データがない場合には、医者は直ちに次
の措置に移ることができるので、患者への負担を軽減す
ることができる。
【００５１】図４を参照すると、画像処理コンピュータ
２０で実行される画像取込みルーチンのフローチャート
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が示される。なお、この画像取込みルーチンは画像処理
コンピュータ２０が画像信号処理ユニット１２のシステ
ムコントローラ４０から画像取込みスイッチのオン信号
として画像取込み指令信号を受信したときに実行され
る。
【００５２】ステップ４０１では、フレームメモリ６０
へのデジタルビデオ信号の書込みが一時的に中断され
る。次いで、ステップ４０２では、フレームメモリ６０
からデジタルビデオ信号が内視鏡像データ（静止画像デ
ータ）として読み出され、その内視鏡像データはＲＡＭ
２０Ｃに一旦格納される。続いて、ステップ４０３で
は、フレームメモリ６０へのデータビデオ信号の書込み
が再開される。
【００５３】ステップ４０４では、ＲＡＭ２０Ｃに一旦
格納された内視鏡像データはハードディスク５４に構築
された内視鏡像データベースの所定アドレスにハード・
ディスク・ドライバ５６によって書き込まれて保存され
る。
【００５４】ステップ４０５では、ＲＡＭ２０Ｃに格納
された内視鏡像データに対して、その内視鏡像の特徴を
抽出するために上述したような特徴抽出画像処理画が施
され、その結果得られた特徴抽出データはハードディス
ク５４に構築された特徴抽出データベースの所定アドレ
スにハード・ディスク・ドライバ５６によって書き込ま
れて保存される。勿論、既に述べたように、特徴抽出デ
ータが保存されるべき所定アドレスとはその元の内視鏡
像データが格納された内視鏡像データベースのアドレス
とリンクさせられたものである。
【００５５】このように電子内視鏡装置の作動中に必要
に応じて画像取込みスイッチをオンすることにより、画
像処理コンピュータ２０のハードディスク５４の内視鏡
像データベース及び特徴抽出データベースには内視鏡像
データ及び特徴抽出データが蓄積される。
【００５６】図５及び図６を参照すると、画像処理コン
ピュータ２０で実行される画像検索ルーチンのフローチ
ャートが示される。なお、この画像検索ルーチンは画像
処理コンピュータ２０が画像信号処理ユニット１２のシ
ステムコントローラ４０から画像検索スイッチのオン信
号として画像検索指令信号を受信したときに実行され
る。
【００５７】ステップ５０１では、フレームメモリ６０
へのデジタルビデオ信号の書込みが一時的に中断され
る。次いで、ステップ５０２では、フレームメモリ６０
からデジタルビデオ信号が内視鏡像データ（静止画像デ
ータ）として読み出され、その内視鏡像データは検索対
象内視鏡データとしてＲＡＭ２０Ｃに一旦格納される。
続いて、ステップ５０３では、フレームメモリ６０への
データビデオ信号の書込みが再開される。
【００５８】ステップ５０４では、ＲＡＭ２０Ｃに一旦
格納された内視鏡像データに基づいてその内視鏡像が高
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解像度ＴＶモニタ３０の表示画面の左半分に表示され
る。次いで、ステップ５０５では、ＲＡＭ２０Ｃに格納
された内視鏡像データに対して、その内視鏡像の特徴を
抽出するために上述したような特徴抽出画像処理画が施
され、その結果得られた特徴抽出データは検索対象特徴
抽出データとしてＲＡＭ２０Ｃに格納される。
【００５９】ステップ５０６では、ハードディスク５４
に構築された特徴抽出データベースに保存されている特
徴抽出データの１つが被検索特徴抽出データとして読み
出され、次いでステップ５０７で検索対象特徴抽出デー
タと被検索特徴抽出データとが所定の一致度許容範囲内
で一致するか否かが判断される。なお、検索対象特徴抽
出データと被検索特徴抽出データとの一致度許容範囲に
ついては、キーボード２２の入力操作により或いは高解
像度ＴＶモニタ３０の表示画面上のツールバーをマウス
２４でクリック操作することにより予め初期値（デフォ
ルト）として任意に設定することが可能であり、本実施
形態では、例えば、一致度許容範囲の初期値として80％
が設定される。
【００６０】ステップ５０７で検索対象特徴抽出データ
と被検索特徴抽出データとが一致すると判断されたと
き、ステップ５０８に進み、そこでカウンタＣのカウン
ト値が“１”だけカウントアップされ、次いでステップ
５０９に進む。一方、ステップ５０７で検索対象特徴抽
出データと被検索特徴抽出データとが一致しないと判断
されたとき、ステップ５０８をスキップしてステップ５
０９に進む。
【００６１】いずれにしても、ステップ５０９では、特
徴抽出データベース内の全ての被検索特徴抽出データに
対する検索対象特徴抽出データの比較が完了したか否か
が判断される。全ての被検索特徴抽出データに対する検
索対象特徴抽出データの比較が完了していなとき、ステ
ップ５０６に戻る。即ち、全ての被検索特徴抽出データ
に対する検索対象特徴抽出データの比較が完了するま
で、ステップ５０６ないし５０９から成るルーチンが繰
り返される。全ての被検索特徴抽出データに対する検索
対象特徴抽出データの比較が完了すると、ステップ５０
９からステップ５１０に進み、そこでカウンタＣのカウ
ンタ数即ちヒット数が高解像度ＴＶモニタ３０の表示画
面の適当な箇所に表示される。
【００６２】ステップ５１１では、カウンタＣのカウン
タ数（ヒット数）が零以外であるか否かが判断される。
もしＣ(０であれば、即ち検索対象抽出データと一致す
る被検索特徴抽出データがあった場合には、ステップ５
１２に進み、該被検索特徴抽出データとリンクした内視
鏡像データが内視鏡像データベースから読み出され、そ
の読み出された内視鏡像データに基づく内視鏡像が高解
像度ＴＶモニタ３０の表示画面の右半分領域に表示され
る。なお、高解像度ＴＶモニタ３０に表示される内視鏡
像には上述したような文字情報データも含まれるので、
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その内視鏡像の詳細並びに細目については直ぐに理解し
得る。次いで、ステップ５１３でカウンタＣが零にリセ
ットされた後にステップ５１４に進む。一方、もしＣ
(０であれば、即ち検索対象抽出データと一致する被検
索特徴抽出データがなかった場合には、ステップ５１２
及び５１３をスキップしてステップ５１４に進む。
【００６３】いずれにしても、ステップ５１４では、一
致度許容範囲の設定変更を促すメッセージとして例えば
「一致度許容範囲変更？」が高解像度ＴＶモニタ３０の
表示画面の適当な箇所に表示する。例えば、ヒット数が
多過ぎる場合には一致度許容範囲を80％以上に設定し直
すこともできるし、これとは反対にヒット数が零若しく
は少ないときには、一致度許容範囲80％以下に設定し直
すこともできる。このような一致度許容範囲の再設定に
ついては、キーボード２２の入力操作により或いは高解
像度ＴＶモニタ３０の表示画面上のツールバーをマウス
２４でクリック操作することにより行われる。
【００６４】ステップ５１５では、キーボード２２上の
実行キーが操作されたか否かが監視される。即ち、ステ
ップ５１４で一致度許容範囲の設定変更を促すメッセー
ジとして例えば「一致度許容範囲変更？」が高解像度Ｔ
Ｖモニタ３０に表示された後には、キーボード２２上の
実行キーが操作するまで待機状態となる。この待機状態
中に一致度許容範囲の再設定が必要ならば行われる。ス
テップ５１５で実行キーの操作が確認されると、一致度
許容範囲の設定変更が行われた否かが判断される。もし
一致度許容範囲の設定変更が行われた場合には、ステッ
プ５０６に戻り、全ての被検索特徴抽出データに対する
検索対象特徴抽出データの比較が再び行われる。一方、
もし一致度許容範囲の設定変更が行われなかった場合に
は、ステップ５１７に進み、そこで表示変更ルーチンが
実行される。
【００６５】表示変更ルーチンはキーボード２２の操作
或いはマウス２４のクリック操作により高解像度ＴＶモ
ニタ３０の表示画面の状態を必要に応じて変更するため
のルーチンである。例えば、表示変更ルーチン中に該表
示画面の右半分領域に表示された複数の内視鏡像の１つ
をクリックした際にその右半分領域の全体に拡大表示し
たり、その拡大表示を元の複数の内視鏡像表示に戻した
りすることが行われる。
【００６６】ステップ５１７で表示変更ルーチンの実行
が一旦終了すると、ステップ５１８に進み、そこでキー
ボード２２上の終了キー（例えばＥｓｃキー）が操作さ
れたか否かが判断される。終了キーの操作が確認される
まで、ステップ５１７で表示変更ルーチンの実行が繰り
返される。
【００６７】ステップ５１８で終了キーの操作が確認さ
れると、ステップ５１９に進み、そこで高解像度ＴＶモ
ニタ３０の表示画面が初期表示画面に戻され、画像検索
ルーチンは終了する。
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【００６８】画像ファイリング装置１８のデジタル・ビ
デオ・プリンタ２８については、高解像度ＴＶモニタ３
０に表示された検索対象内視鏡像と被検索内視鏡像と必
要に応じてハードコピーとして記録するために使用する
ことができる。また、画像ファイリング装置１８のカー
ドリーダ２６については、例えば上述の検索対象内視鏡
像と被検索内視鏡像を適当なメモリカードに記録するた
めに使用したり、或いは他の電子内視鏡装置で得られた
内視鏡像をメモリカードに一旦記録し、そのメモリカー
ドからその内視鏡像データをカードリーダ２６によって
読み取って内視鏡像データベースに加えると共にその内
視鏡像データに上述した特徴抽出画像処理を施してその
特徴抽出データを特徴抽出データベースに加えるために
使用したりすることもできる。
【００６９】勿論、本発明による内視鏡像ファイリング
装置においても、従来と同様なキーワード・データ・ベ
ースはハードディスク５４に構築されており、本発明に
よる画像ファイリング装置が電子内視鏡装置とは独立し
て作動させられる場合にキーワード・データ・ベースは
所望の内視鏡像を検索するために使用され得る。
【００７０】上述の実施形態では、画像取込みスイッチ
及び画像検索スイッチはフロントパネル５２に設けられ
ているが、同様なスイッチをスコープ１０の操作部にも
設けてもよい。この場合には、画像取込みスイッチ及び
画像検索スイッチを看護婦等の補助者に操作してもらう
ことなくスコープ１０の操作者（医者）自身で行うこと
ができる。
【００７１】
【発明の効果】以上の記載から明らかなように、本発明
による内視鏡像ファイリング装置によれば、電子内視鏡
装置の作動中に得られた内視鏡像に関連した内視鏡像を
内視鏡像データベースで検索する場合に内視鏡像の特徴
抽出データに基づいて行われるので、検索結果が速やか
に得られだけでなく、検索結果の信頼性もきわめて高い
とう作用効果が得られ、これに伴い内視鏡検査を受けて
いる患者の負担も軽減され得る。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明による内視鏡像ファイリング装置と電子
内視鏡装置との概略ブロック図である。
【図２】本発明による内視鏡像ファイリング装置の画像
処理コンピュータの概略ブロック図である。
【図３】本発明による内視鏡像ファイリング装置で内視
鏡像データに特徴抽出画像処理を施す際の内視鏡像の処
理過程を概念的に示す説明図である。
【図４】本発明による内視鏡像ファイリング装置の画像
処理コンピュータで実行される画像取込みルーチンのフ
ローチャートである。
【図５】本発明による内視鏡像ファイリング装置の画像
処理コンピュータで実行される画像検索ルーチンのフロ
ーチャートの一部である。
【図６】本発明による内視鏡像ファイリング装置の画像
処理コンピュータで実行される画像検索ルーチンのフロ
ーチャートの残り部分である。
【符号の説明】
１０  スコープ
１２  画像信号処理ユニット
１４  アナログカラーＴＶモニタ
１６  アナログ・ビデオ・プリンタ
１８  内視鏡像ファイリング装置
２０  画像処理コンピュータ
２２  キーボード
２４  マウス
２６  カードリーダ
２８  デジタル・ビデオ・プリンタ
３０  高解像度ＴＶモニタ
３２  撮像センサ
４０  システムコントローラ
４２  タイミングコントローラ
５０  光源装置
５２  フロントパネル
５４  ハードディスク
５６  ハード・ディスク・ドライバ
５８  インターフェース回路
６０  フレームメモリ

【図３】
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的对应地址处。
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